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結果をのべたもので，出力としての 2 倍周波電圧は磁束レベソレに比例し，励振磁界の 2 乗に比例する
???つ臼
ことを明かにし，磁束レベルと書込電流値との関係についてのべている。
第 8 章では倍周波形アナログ記憶素子を用いてマトリックスを構成する場合の問題点について考察
し，このマトリックスの利用性について検討している。
第 9 章は以上で考察した磁心アナログ記憶要素とパルス巾演算器とを結合して作った小形の制御用
小形計算機についての概要と特性を示している。
第10章は結論で，以上の結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は従来 2 値記憶に限られていた磁心記憶素子をアナログ量記憶にも使えることを指摘し，そ
の場合に入力としてのアナログ信号と磁束レベルとの対応を明確にし，また書込み，読出し回路に種
々の提案をしてその利害得失を明かにして，磁心がアナログ記憶素子として最も優れたものである乙
とを示している。さらに特性向上のため差動方式を採用し，非破壊読出し用として倍周波方式の特性
をしらべ，これを利用してマトリクスを構成し，小形制御用計算機を作っている。
以上の結果は制御工学，電気工学，などの諸分野に貢献すること大であり，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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